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2023

●企業が「選考時に最も重視する力」は、一貫
して圧倒的に「主体性」であることが、マイナ
ビが毎年約2000社に実施している調査からわか
ります。12項目の「社会人基礎力」からの選択
で、４割を超える企業が「主体性」を第一に選
択しているのです。しかしと言うか、だからこ
そと言うか、子どもたちを前に「もう少し主体
性をもってほしい」と感じる場面が多いのでは
ないでしょうか。特集１を読んでいると、教師
の自然な形での働きかけが功を奏している様子
と、その瞬間の喜びが伝わってきます。
●特集２の「子ども間のトラブルが、保護者間
のトラブルに発展したとき」という状況を想像
すると胃が痛くなる感じがした読者もいるかも
しれません。このような状況は深刻です。「矛を
収めてもらう」「振り上げたこぶしを下ろす」な
どの言葉が出てきますが、特集ではそのための
具体的な対応が紹介されています。 

2023年　令和５年　９月号

定価 880円（本体 800円）
2023年９月１日発行

「みなさん、静かに！」「◯◯さん、早く
座って」……。教員は一日中、さまざま
な「注意」を子どもたちにしています。軽
微な問題に対して、その場で指導する「注
意」という日常的な行為を、少しでも効
果あるものにするための工夫を考えます。

教職大学院の制度がスタートして15年。
現職の教員が教職大学院で学ぶことでど
のようなことを得、学校現場に戻ったと
きにそれをどのように活かしているのか
（活かしていけそうか）を紹介します。


